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一昨年、昨年に引き続きA 5 で運用ができるのはひとえにＪＨ３ＡＥＦ東條さんの友人で仙台在住のJ H 7 E Q W 湯浅　涼先

生という耳鼻科医のお蔭である。実に良い機会を作っていただいたことに感謝しています。今回は湯浅先生の耳鼻科
チームとの予定が合わず無線科チームのみになりましたが湯浅先生のご助力によりライセンス、チケット等すべてうまく
手配していただきました。おりがとうございました。

1 　準備

さて、今回はＪＨ３ＡＥＦ東條さん、ＪＨ３ＬＳＳ宮川さん、ＪＡ３ＩＶＵ北井ともう一人、イースタ島へ一緒に出かけたＪＡ３ＡＲＪ
大串さんと4 人になった。

　ところが出かける前になって、Ｗ７ＧＪから6 ｍのＥＭＥを運用してくれないかとのメールが・・・・

う～ん　Ｗ７ＧＪどっかで聞いたことのあるようなコールだ。ＷΦＧＪｸグレンさんならＫ１Ｎナバサに行っているはずだ。
コールがちょっと違った。この方 6 ｍのＥＭＥでは世界的に有名な方であることがわかった。といっても私たちは誰もＥＭ

Ｅは聞いたことがあるが運用などしたことがない。また、そのノウハウは持っていない。最近のＥＭＥは一昔のＣＷで何
十エレメントの八木と5 0 0 Ｗや 1 ｋＷでなく、Ｋ１ＪＴ作成のＷＳＪＴ（ＪＴ6 5 ）で運用するので6 ｍの場合 5 エレの八木で5 0 0 Ｗ

ほどできるらしい。ＨＦでのＪＴ6 5 の運用はあるが6 ｍのＥＭＥはない。

Ｗ７ＧＪから月へ仰角、方位、時間などを知らせてきた。そこでひるんではいけない。持って行けるアンテナ（R a d i x の5
エレ八木）を調達し、組み立て練習を行い、航空手荷物として持ち込めるよう短く、軽くした。ところが無線機の手持ち
は6 m では1 0 0 W しか出ない。リニアの持ち合わせがないのでW 7 G J には1 0 0 W と5 エレ八木で挑戦すると連絡をした。( も
ちろん許可は2 0 0 W までしかとっていないので5 0 0 W はムリ)
4 人になったので、荷物の重さも苦労しながら、なんとかタイ国際航空は2 0 k 、ドルクエァがビジネス3 0 k に収めるようにし

ました。
というわけで、今回もリニアアンプなしで。リグは東條さんがI C 7 2 0 0 , 宮川さんと北井がT S 4 8 0 H X 、アンテナは1 4 ～ 2 8 が

H E X - 5 、7 と1 0 がD P , 1 . 8 と3 . 5 が4 0 m のL W 、5 0 が5 エレ八木にしました。4 月2 8 日夕方、車でまず東條さん宅へ、大串さん

宅へ、西宮の宮川さん宅へ、そして関空へ向かい予約していた駐車場へ( 何日預けても5 0 0 0 円) 。
タイ国際航空のカウンターへ　3 人分 ( といっても大串さんは預け荷物はない) を次々乗せる。とここまではうまくいったが

機内持ち込みの荷物を見てあらら超えている。中の荷物を出して用意されたダンボール箱へ詰めなおしてなんとかクリ
アー、よかったよかった。
荷物はパロまでスルーで行くので多分大丈夫? ? ? ?
予定の4 月3 0 日0 時3 0 分すぎ、無事に関空を離陸した。しばらくすると軽めの夕食が出た。

到着、1 時間ほど前の朝の4 時ころ朝食が・・・　　まだ眠い

バンコック国際空港に到着し、乗り換え口へ、乗り継ぎ窓口で無事手続きを済ませドルゥクエァのラウンジへ。
6 時 5 0 分、バンコック国際空港を離陸後、インドのB a g d o g r a に到着した。ところがパロの空港の気象条件が悪化してい

るので2 0 分ほど機内待機するとアナウンス。しかし2 0 分経っても動く気配がなく、ターミナル待機となり、降ろされてター

ミナルビルへとことこ歩く、そしてビルに入るとチケットとパスポートまで取り上げられた。これでは構内以外どこへもいけ
ない。まぁ外に行ってもなにもなさそうでした。搭乗客の中には2 人と5 人 ( J T B ) の日本人ツァー客もいた。と2 時間ほど

待っていると出発するとのアナウンスがあり、パスポートと新しい手書きのチケットを受け取りいざ航空機へ。ところが着
席するまでX 線検査、道持ち物検査を5 ～ 6 回受けた。わずか1 0 0 m ほどの距離である。着席すると上の棚の荷物は誰

のものか一人ずつチェックが始まった。なんとか終わり、やっと離陸した。3 0 分ほどでパロの山々が、山と山の間を降下

し、山の尾根が窓のすぐそばに・・・2 時間ほど遅れてパロ国際空港に無事着陸した。この空港にはレーダもなければ

官制もないV F R のようです。一応、管制塔らしき建物はあった。

2  ブータンに到着

タラップを降りて徒歩で出口へ、きれいな独特の建物　入国審査を受け、荷物を受け取り、税関へ　無事通過した。
出迎え口には現地のいつものウゲンさんがお迎えに来ていました。
車に荷物を積み込み、宿泊地のドチュラ峠向け出発したが到着が遅れたため、昼食を首都であるティンプーで取り、
現地旅行社の青木さん事務所に寄り、ドチュラ・リゾート」へ出発。峠のてっぺんには1 0 8 の仏塔が建立されている。ここ

からの景色は絶景　遠く白いヒマラヤの山々が眺望できるはずであったがあいにく曇りで真っ白なにも見えない。



高山病に注意しながら荷物を運ぶ。
ドチュラに到着したのか遅くなったため、H E X を明日にして、まず、5 0 の八木と2 1 のデルタループを上げ、第一声を出

すことにした。今回はミニマルチを上げずにH E X とL W とD P を設置することにした。

運用開始
4 月2 9 日　現地時間夕方から2 1 で運用を開始した。早速、パイルを受ける。

残念ながら天気悪くヒマラヤの山々は全く見えない。
4 月 3 0 日朝、H E X を3 0 分で上げる、前と比べればかなり早くなった。これは宮川さんが日本であらかじめ展開し、再組

み立てが容易になるように仕舞い込んでいたおかげだ。いいバンドは1 . 2 程度で2 1 が少し悪く2 程度これならなんとか

使える。何も入感しなくなったらJ T 6 5 をワッチし、Q S O できた。

午後から1 0 のD P と7 のD P そして1 . 9 と3 . 5 のL W を上げる。

いよいよ5 0 のE M E の時間4 月3 0 日0 9 時4 5 分( U T C )  方位9 3 度、仰角4 . 8 度の計算結果がW 7 G J から送られてきている。

１時間ほどJ T 6 5 で1 分おきに送信開始した。しはらくすると強い信号が受信される解読されない。お月様の反射がこん

なに強いはずがないのと解読できないので再度、送信を再開したがQ S O にはならなかった。1 0 0 W と5 エレの八木では

到底無理な話だ。しかし、ドチュラは海抜3 1 5 0 m あり、南側以外は何十k m と何もない。

5 月1 日も5 0 分遅れの1 0 時3 0 分( U T C ) から送信したが何も入感せず、実験は修了した。

今年は昨年までの S S B や P S K と

おまけのC W だけでなく、なんとC
W から始まりR T T Y といつものS S B
がなかったことに気づき運用する
ことにした。
5 月 2 日、土曜日　朝 9 時 ( J S T ) 前
にお世話になっているJ H 7 E Q W
湯浅先生と2 1 でQ S O 出来た。9 時

になり、J I 3 Z A G のロールコールを

ワッチしたがJ A 3 U S A 島本さんし

か聞こえない。アンテナをH E X か

らデルタループに変えるとJ A 3 A O
P 杉山さんとJ E 3 B E Q 宮本さんがQ
S B があるが聞こえる。

無線三昧ではなく、始めて参加した大串さんと北井がドチュラから車で2 時間弱にあるブータンの古都「プナカ」へ出か

けた。一昨年の秋と違い、田植えの準備をしていた。

プナカ・ゾンは 2 回目

だか紫色の「ジャカラ
ンダ」が咲いている。
2 0 1 2 年 1 0 月に南アの

プレトリアで見て以来
でまさかブータンで見
られるとは思はなかっ
た。

5 0 M H z     5 エレ八木

山手からのドチュラ・リゾートのアンテナ

J I 3 Z A G - N L   J u l y  2 0 1 5     -  p .  2  -



1 日三食ともレストランで食べるので女性たちも顔見知りになった。来年もまた来ると言ったら笑っていた。( また、変なお

じさんたちグループがくるのか? 　女性たちは私たちのことをカーペンターと思っていたらしい) 。途中、ティンプーの観

光しながら次の宿泊地のパロ空港の近くの高台にある「カンクー・リゾート」へ、早速、荷物を部屋に入れ、3 泊であるの

で各々が簡単にあげられるアンテナするか相談し、2 4 と2 1 のデルタループとした。

ここでもC W , S S B , デジタルモードで順番にオンエァした。

翌朝、ブータンの車でいける最高地点の峠「チュレラ峠」3 9 8 8 m を越えて「ハー」に行くことにした。ハーはインド国境と

近く、「ハー・ゾン」はインド軍が駐留しており、見学はできない。3 0 2 0 m の断崖絶壁にくっつくように建てられた「カツォ・

ゴンパ」へ、チュレラ峠には「ダルシン」( 経文旗 ) が多数あり、風にはためいていた。遠くにはヒマラヤの山々が白く連

なっている。

早朝から1 . 8 M で宮川さんがC Q とワッチをするがノイズでまったく入感なし。また、3 . 5 も同じ。7 M ではC W , P S K , J T 6 5 でQ S
O できた。秋と違って、曇りが多く、ヒマラヤの山々はほとんど見えなかった。

4 日朝から撤収開始して、昼食を済ませ。今年もまた、男性だけでなく女性たちも運んでくれた。このホテルにはエレ

ベータのようなものはなく、すべて人の手で運ぶ。
この雲海の中でヒマラヤの山々が遠望できるホテルから運用することができた。

ジャカランダの咲く「プナカ・ゾン」

海抜3 9 8 8 m の「チェレラ峠」
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今年は、ホテルの谷向かいの「パロ・ゾン」、
そして、昨年出かけた「タクツァン僧院」が見
えるところまで、バロにもどり、1 4 0 m 先の的を

ねらう「弓」の試合会場へ。
十数人の人たちが相対し、弓を射ている。ど
うみても的にあたっているかかは的の近くで
ないとわからない。近くで見ていると「ビュー」
した音とともに矢が飛んでくる。

　今回はC W , S S B , デジタルモード( R T T Y ,
P S K 3 1 、P S K 6 3 、J T 6 5 H F ) で運用を行い7 , 1 0 ,
1 4 , 1 8 , 2 1 , 2 4 , 2 8 , 5 0 のバンドで約 3 , 2 0 0 Q S O
だった。
来年もまた出かけることにしています。
終わりにブータンでの貴重な運用の機会を
与えていただきました「湯浅　涼」先生に紙面
をお借りしまして厚く御礼申し上げます。

J I 3 Z A G 大阪国際交流センター・ラジオクラブ大阪国際交流センター・ラジオクラブ

左上が「カツォ・ゴンパ」　3 0 2 0 m

パロの「カンク・リゾート」　2 1 M H z デルタループ

国技　「弓」
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